
令和元年度 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支援事業 第３回 AD合同会議「事前課題」 

鳥取県・西部圏域 

１．令和元年度の達成目標・取組状況  

令和元年度の達成目標 取組状況 

１．次年度実施予定のピアサポーター養成に

おいて、内容及び活躍の場を決定し、予算要

求を行う。 

次年度に向けて、予算要求を行っている。 

 

２．「退院可能者への地域支援者訪問」におい

て、地域支援者によって支援の差が生まれな

いよう、スキルの共有を行う。 

協議の場で、実際に対応している市町村から取組の経過や

対応ポイントを情報提供して頂いた。 

３．地域アセスメントを行う。 

 

 

以前から協議の場で、地域の課題等を共有しているが、地

域アセスメントとしては未実施。今後は取組事業について

アンケートを行うなど、地域移行の課題を集約し、解決を

図っていく。 

 

２．支援事業の成果  

・モデル事業を実施して２年が経過し、地域移行の取組が西部圏域で浸透しつつある。 

・ピアサポーターの重要性と人材不足を再認識。 

・隣接する圏域の精神科病院に「退院可能者への地域支援者訪問」の協力を得ることができた。(事業を隣

接する圏域に拡大できた) 

・中部圏域の協議の場で、当圏域の取組を情報提供できた。他圏域へ事業を波及させるための、足掛かり

となった。 

 

３．次年度に向けた課題等 

・地域移行の取組において、定着を図る。ノウハウの蓄積を図る。 

・ピアサポーターの養成講座を実施予定(現在、予算要求中)。 

 

 

 

 

４．課題の解決に向けた 令和２年度の取組方針 

・事業の継続実施。 

・ピアサポーターの必要性、有効性を関係機関に周知する講演会を実施すると共に、養成講座を実施する。 

 

 

 

 

 


